
トイレ掃除に学ぶ会 
２年生の英語の絵本読み聞かせ 

 

 

 

 

 

学校教育目標 「変化していく社会に対応できる、心豊かな主体性のある生徒の育成を図る」 

校    訓 「自主・自律・実践」 

学 年  目 標  『支え合い 教え合い 学級愛』 

３月のやわらかな日差しに、春の訪れを感じる季節となりました。 

この一年を振り返ると、４月の出会いから今日まで、子どもたちは本当に大きく成長しました。

自然教室での互いを思いやり、支え合う経験は、その後の学校生活の土台となっています。総合的

な学習の時間では、SDGs を軸に学びを深めてきました。カードゲームなどを通して理念に触れ、

社会や世界の課題を知ることからスタートしました。そして地元企業への訪問では、身近な地域の

中にも持続可能な社会づくりに向けたさまざまな取り組みがあることを学び、実際に働く方々の姿

に触れ、自分たちの生活と SDGs が確かにつながっていることに気づき始めています。 

また、被爆体験伝承者の方のお話をうかがい、折り鶴づくりなどの活動にも取り組みました。来

年度予定している広島への平和学習へとつながるこの学びは、命や平和について考えると同時に、

持続可能な社会の実現をめざす SDGs の大切な一環でもあります。過去から学び、未来へ責任をも

ってつないでいくことの意味を、子どもたちは真剣に受け止めていました。 

さらに、3学期には自分自身を見つめる活動に取り組んでいます。結果を通して自分の強みや関

心に気づき、来年度のチャレンジワークに向けて、職業への興味や働くことへの意識を高めること

ができました。 

自然教室での協力、SDGs の学び、地域や平和へのまなざし、そして将来への一歩など、さまざ

まな経験を通して、子どもたちは「知る」から「考える」、そして「自分ごととして行動しようと

する」段階へと歩みを進めています。２年生では、さらに視野を広げ、多様な経験を積みながら、

自分の役割を意識して行動してほしいと願っています。この一年の成長を自信に変え、次のステー

ジへと力強く進んでいきましょう。 
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日 曜 予    定 日 曜 予    定 

1 日  17 火 ⑤⑥カット 

2 月  18 水 ⑤⑥カット 

3 火 
 

19 木 
⑤⑥カット・給食最終日・新入生物品販売 

最終下校 17：30 

4 水 専門委員会（最終） 20 金  

5 木 朝礼 21 土  

6 金  22 日  

7 土  23 月 3 時間授業（給食なし） 

8 日  24 火 3 時間授業（給食なし） 

9 月  25 水 学年集会、大掃除・ワックスがけ（給食なし） 

10 火  26 木 修了式、離任式 

11 水  27 金  

12 木 卒業式予行・準備 28 土  

13 金 第 79 回卒業式、部活再登校 14：00～ 29 日  

14 土  30 月  

15 日  31 火  

16 月 ⑤⑥カット、最終下校 16：00（修了式まで）    

4 月 

の 

予定 

７日（火）着任式・始業式、クラス写真  15 日（水）専門委員会 

８日（水）課題テスト（2，3 年）     16 日（木）生徒集会 

９日（木）入学式準備          20 日（月）・21 日（火）保護者懇談（給食なし） 

10 日（金）入学式            28 日（火）専門委員会 

13 日（月）新入生歓迎会         30 日（木）生徒集会 

14 日（火）身体測定 

    ＜トイレ掃除に学ぶ会ボランティア＞ 

 先日行われた「トイレ掃除に学ぶ会」の活動に、１年生も有志の生徒が参加しました。当日は

朝から約２時間、トイレの道具をすべて外に出し、床から天井まで徹底的に清掃しました。便器

も分解し、普段はなかなか手の届かない隅々まで丁寧に磨き上げました。床に手や足をつき、一

心に磨く姿が印象的でした。その結果、トイレは見違えるほど美しくなりました。しかし、それ

以上に大きかったのは、参加した生徒の心の変化です。「きれいにする」という行為を通して、

使う人への思いやりや感謝の気持ち、そして自分自身と向き合う時間を得ることができました。

まさに、トイレを磨くことは心を磨くことでもあったのだと思います。 

私たちが毎日何気なく使っている学校の施設も、誰かの手によって支えられています。きれい

にしてくれた仲間への感謝の気持ちを忘れず、これからも大切に使っていきましょう。 

  

 


